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第２回学術集会⻑からのご挨拶 

⻑期にわたるコロナ禍の中，皆様におかれましては，研究・臨床活動を懸命に継
続されておられることと拝察いたします． 

さて本会はホームページ（https://www.jrsdof.com）に記載されている通り，「基
礎医科学と臨床⻭科医学との緊密な融合により，⼝腔機能の障害や低下が認知症の
危険因⼦となり得る神経・細胞基盤の動態を解明するとともに，⼝腔機能の維持や
その障害の早期の回復が認知症の予防や改善につながる可能性を明らかにして，
⼈々の健康の維持増進を図り，多職種連携のもとに社会に貢献すること」を⽬的と
して，2018 年 8 ⽉ 5 ⽇に設⽴準備委員会および記念講演会を東京・港区のキャン
パス・イノベーションセンター東京にて開催し，正式に「認知症と⼝腔機能研究会」
として発⾜いたしました．そして翌 2019 年 8 ⽉ 3 ⽇（⼟）4 ⽇（⽇）には，窪⽊
拓男・本研究会会⻑が集会⻑を務められ，「認知症と⻭科が交わるとき―基礎と臨
床の融合―」のテーマのもとに東京医科⻭科⼤学内にて「第１回学術集会」が開催
されました．この第１回集会では，基礎および臨床分野の⼤学・研究機関等の⻭科
医師を初めとして，医師・看護師，⻭科衛⽣⼠，管理栄養⼠などの医療従事者等 100
名を超える多数が参加され，活発な討論がなされ，成功裡に終了いたしました． 

引き続く「第２回学術集会」は，昨年，盛岡市にて岩⼿医科⼤学⻭学部⼝腔⽣理
学教室の主催で，共同集会⻑を佐原・姜が務めて開催される予定になっておりまし
たが，covid-19 のパンデミックのため「⼀年延期」という事態になった次第です． 

そして今般，ようやく「第２回学術集会」を「web/zoom 開催」として，8 ⽉ 7 ⽇
（⼟）・8 ⽇（⽇）の両⽇にわたり，実施する運びになりました． 

「第２回学術集会」では，メインテーマを「⻭科疾患起因性認知症の疫学的研究
とその発現メカニズムの探求」と設定し，招待講演，特別講演，教育講演および宿
題報告，シンポジウム，産学連携シンポジウム等を企画いたしました． 

近年，⻭科疾患起因性の認知症の存在が疫学研究および基礎医学研究により⽴証
されつつあります．また，それらの研究成果に基づいた認知症の予防・治療法の開
発応⽤への取り組みも益々活発に⾏われるようになってきております．これらのこ
とからも，本第２回集会での多様なアプローチによる多彩な研究発表を踏まえての
有⽤かつ活発な議論が期待されるところです．多数の皆様のご参加をお待ちしてお
ります． 

どうぞよろしくお願いいたします．／佐原資謹，姜英男  



 

 

認知症と⼝腔機能研究会第 2回学術集会プログラム 

第１⽇ ８⽉７⽇(⼟) 

招待講演１ ［座⻑：菊⾕ 武（⽇本⻭科⼤ ⼝腔リハ多摩クリニック 院⻑）］ 
「認知症と栄養」 櫻井 孝 先⽣（国⽴⻑寿医療研セ もの忘れセンター⻑） 

特別講演１ ［座⻑：佐々⽊ 啓⼀（東北⼤院 ⻭ ⼝腔システム補綴）］ 

「⽇本⽼年精神医学会との医科⻭科連携ワーキンググループによる『認知機能と 

    ⼝腔機能の相関に関する探索的研究プロジェクト（ECCO)』の進捗状況」 

 笛⽊ 賢治 先⽣（東京医科⻭科⼤院 医⻭総 部分床義⻭補綴） 

教 育 講 演 ［座⻑：上⽥ 貴之（東京⻭科⼤ ⻭ ⽼年⻭科補綴）］ 

「認知症・MCI と⼝腔機能の関係を科学的に症例報告するための⽅法論」 

 ⽊本 克彦 先⽣（神奈川⻭科⼤ ⻭ クラウンブリッジ補綴） 
 眞鍋 雄太 先⽣（神奈川⻭科⼤学附属病院 認知症・⾼齢者総合内科） 

 第２⽇ ８⽉８⽇(⽇) 

特別講演２ ［座⻑：⼩林 真之（⽇本⼤ ⻭ 薬理）］ 
「認知機能と⼝腔との関連について − 超⾼齢者への疫学調査結果から考える」 

 飯沼 利光 先⽣（⽇本⼤ ⻭ ⻭科補綴Ⅰ） 

シンポジウム ［座⻑：兼松 隆（九州⼤）・姜 英男（⼤阪⼤・ソウル⼤）］ 

テーマ「⻭周病や咀嚼機能不全に起因する認知症の先端的基礎研究」 

 Ⅰ「⻭周病がアルツハイマー型認知症に関与するメカニズム」 

 武 洲 先⽣（九州⼤院 ⻭ ⼝腔機能分⼦・OBT 研究センター） 

 Ⅱ「⻭の喪失がアルツハイマー病発症を早める神経組織学的メカニズムについて」 

 後藤 哲哉 先⽣（⿅児島⼤院 医⻭総 ⻭科機能形態） 

Ⅲ「⻘斑核ニューロンの⾃⼰抑制障害による過興奮がアルツハイマー病を誘引す
る可能性と咀嚼によるその緩和」  

  豊⽥ 博紀 先⽣（⼤阪⼤院 ⻭ ⼝腔⽣理） 

  



 

 

招待講演２ ［座⻑：佐原 資謹（東北⼤院 ⻭学イノベーションリエゾンセンター）］ 
「認知症（特に Alzheimer 型認知症）と⻭科疾患（⻭周病ならびに咀嚼機能障害
を含めて）」 

 道川 誠 先⽣（名古屋市⼤院 医 病態⽣化，脳神経科学研） 

宿 題 報 告 ［座⻑：池邉 ⼀典（⼤阪⼤院 ⻭ ⻭科補綴Ⅱ）］ 
「⼝腔機能と認知症についてのシステマティックレビューの進捗状況」 

 前川 賢治 先⽣（岡⼭⼤院 医⻭薬総 インプラント再⽣補綴） 
 稲⽤ 友佳 先⽣（東京医科⻭科⼤ 医⻭総 部分床義⻭補綴） 
 ⻑島 信太朗 先⽣（神奈川⻭科⼤ ⻭ クラウンブリッジ補綴） 

産学連携テクニカルシンポジウム ［座⻑：佐原 資謹（東北⼤）・若森 実（東北⼤）］ 

テーマ「⽼化に伴って低下する嚥下機能や認知脳機能を改善・賦活化する⾷品の開発」 

Ⅰ「とろみ⽔の⼝腔から咽頭への流れに及ぼす増粘剤種類の影響」 

井上 元幹 先⽣（株式会社明治） 

Ⅱ「刺激性の低いカプサイシン受容体アゴニスト（カプシノイド）を含むトウガラ
シ（⾹⾟⼦）の研究開発」 

関 哲也 先⽣（株式会社サイゼリヤ アグリ技術センター） 

Ⅲ「タンパク質ゲル状⾷品の⾷感を改変するポリフェノール抽出物の開発」 

⾚澤 隆志 先⽣（宮城⼤学⾷産業学群フードマネジメント学類） 

IV「『アミノインデックス®技術』による認知機能低下のリスク評価」 

東江 咲乃 先⽣（味の素株式会社 バイオ・ファイン研究所） 

 



第 1 ⽇ ８⽉ 7 ⽇(⼟) 
招待講演 1  
座⻑：菊⾕ 武先⽣（⽇本⻭科⼤ ⼝腔リハ多摩クリニック 院⻑） 

 

認知症と栄養 
Cognitive decline and nutrition 
 
○櫻井 孝 
○Takashi Sakurai 
 
国⽴⻑寿医療研究センター もの忘れセンター 
The Center for Comprehensive Care and Research on 
Memory Disorders, National Center for Geriatrics 
and Gerontology 
 
認知症と栄養との関係には多くの課題がある．認知症の中期〜進⾏期では，⾷欲が
低下し低栄養となることが多い．低栄養は，認知症⾼齢者の⽣命予後，認知機能，
BPSD に影響を与えるため，認知症の症状に応じた栄養管理が必要である．また，
栄養の指標として筋⼒を考えると，認知症初期から筋⼒は低下しサルコペニアの有
症率が上昇する．フレイルの頻度も増加する．サルコペニア・フレイルは ADL 障
害の原因であり，低栄養は認知症の⽣活機能障害のリスクといえる．ビタミンＢ群
等の⽋乏症は認知症早期や軽度認知障害（MCI）にしばしばみられ，可逆性の認知
障害（治る認知症）の原因となる．すなわち，栄養障害は認知症の診断でも⾒逃し
てはならない病態である．さらに，認知症の発症前から体重減少が⽣じることが報
告されており，栄養障害は認知症の発症，予防においても課題となる．アルツハイ
マー型認知症（AD）では，体重減少と睡眠障害は認知機能低下が明らかになる以
前から⽣じるため，AD の⾮認知機能症状として考えられる．近年，栄養障害が脳
機能に影響を及ぼす機序についても，脳画像による研究，また⽣物学的な研究が進
められている．上記のように，栄養障害は，認知症の予防，診断，進⾏期にまで⾄
るすべてのステージにおいて重要なキーとなる課題である．認知症の病型による症
状の特徴を理解し，認知症⾼齢者を多種職で⽀えるチーム医療が必要である．本講
演では，国⽴⻑寿医療研究センターで⾏っている「認知症予防のための多因⼦介⼊
研究（J-MINT 研究）」の進捗と合わせ，私どもの活動を紹介したい． 
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【略歴】  

1985 年 神⼾⼤学医学部卒業 

1992 年 神⼾⼤学⼤学院修了（医学博⼠） 

1992 年 岡崎国⽴共同研究機構⽣理学研究所研究員 

1993 年 ⽶国ワシントン⼤学薬理学教室研究員 

2001 年 神⼾⼤学⼤学院医学系研究科⽼年内科・助⼿ 

2007 年 神⼾⼤学付属病院⽼年内科・講師 

2010 年 国⽴⻑寿医療研究センター・もの忘れセンター・部⻑ 

2014 年 国⽴⻑寿医療研究センター・もの忘れセンター⻑（〜現在） 

2016 年 名古屋⼤学⼤学院医学系研究科認知機能科学分野・連携教授（〜現在） 

2021 年 国⽴⻑寿医療研究センター・副院⻑（〜現在） 

2021 年 国⽴⻑寿医療研究センター・認知症先進医療開発センター⻑（〜現在） 

 

【資格】 

⽇本内科学会総合内科専⾨医（指導医） 

⽇本⽼年医学会専⾨医（指導医・監事） 

⽇本認知症学会専⾨医（指導医・代議員）  

⽇本糖尿病学会専⾨医（指導医） 

⽇本認知症予防学会（理事・評議員） 

 

【賞与】 

2016 年 厚⽣労働科学研究費補助⾦：前向きコホート調査に基づく認知症⾼齢者の徘徊に
関する研究 

2017 年 ⽇本医療研究開発機構：⾼齢者２型糖尿病における認知症予防のための多因⼦介
⼊研究―パイロット研究― 

2019 年 認知症のリスクをもつ⾼齢者に対する進展予防を⽬指した多因⼦介⼊によるラン
ダム化⽐較研究 

2021 年 厚⽣労働科学研究費補助⾦：軽度認知障害の⼈における進⾏予防と精神⼼理的⽀
援のための⼿引き作成と介⼊研究 

 

【政策提⾔】 

⾼齢者糖尿病ガイドライン 2017（⽇本⽼年医学会・⽇本糖尿病学会編 2017 年） 

⾼齢者の肥満症診療ガイドライン 2018（⽇本⽼年医学会編 2018 年） 

認知症の⼈の⻭科治療ガイドライン（⽇本⽼年⻭科医学会 2019 年） 

⽇本⼈の⾷事摂取基準（2020 年版）⾷事摂取基準策定検討会（厚⽣労働省健康局健康課） 

⾼齢者糖尿病治療ガイド 2021（⽇本⽼年医学会・⽇本糖尿病学会編 2021 年）
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⽇本⽼年精神医学会との医科⻭科連携ワーキンググル
ープによる『認知機能と⼝腔機能の相関に関する探索的
研究プロジェクト（ECCO)』の進捗状況 
A progress report of the medical-dental collaboration with 
Japanese Psychogeriatric Society: Exploratory research 
project on the Correlation between Cognitive and Oral 
function (ECCO) 
 
〇笛⽊賢治 

〇Kenji Fueki 

 

東京医科⻭科⼤学 ⼤学院医⻭学総合研究科 部分床義⻭補綴学分野 
Removable Partial Prosthodontics, Graduate School of Medical and Dental Sciences, 
Tokyo Medical and Dental University 
 

認知症患者への対応ならびに認知症予防は，社会的に極めて重⼤な課題であり，
国の⽅針として厚⽣労働省が定めた認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）
では，⻭科医師に認知症対応⼒の向上が求められています．このような背景から，
私が所属する（公社）⽇本補綴⻭科学会では，認知症と⻭科的対応への理解を図る
ための臨床シンポジウム(2015 年)を開催しております．さらに，2019 年には，「認
知症の現状，補綴⻭科治療と今後の研究展開」と題するシンポジウムを開催し，⼝
腔機能と認知機能との関連について，認知症の専⾨学会と共同研究を企画すること
を提⾔いたしました． 

このような経緯から，2019 年のシンポジウムを企画・運営した私と佐々⽊啓⼀
先⽣（東北⼤学），演者で認知症専⾨医の眞鍋雄太先⽣（神奈川⻭科⼤学），補綴専
⾨医の⽊本克彦先⽣（神奈川⻭科⼤学），上⽥貴之先⽣（東京⻭科⼤学），これに認
知症と⼝腔機能研究会 代表世話⼈の窪⽊拓男先⽣（岡⼭⼤学）をコアメンバーと
した医科⻭科連携研究（ECCO）プロジェクトワーキンググループが発⾜しました． 

本プロジェクトでは，認知症専⾨医と補綴専⾨医が連携し，認知機能と⼝腔機能
の相関についてエビデンスを創出することを⽬的としております．そのため，医科
側のパートナーの選定がプロジェクトの成否を決めるといっても過⾔ではありま
せん．この点については，メンバーの眞鍋先⽣のご尽⼒により，（公社）⽇本⽼年
精神医学会 理事⻑の池⽥ 学先⽣（⼤阪⼤学）に本プロジェクトに参画していた
だく運びになりました． 

本講演では，ECCOプロジェクトの概要と進捗状況をご報告させていただきます．
本講演が認知症と⼝腔機能研究会の先⽣⽅に ECCO プロジェクトを知っていただ
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くよき機会となり，本プロジェクトの推進に向けて皆様のご協⼒をいただければ幸
いです． 
 
【略歴】 

1993 年 東京医科⻭科⼤学 ⻭学部⻭学科 卒業 

1997 年 同 ⼤学院医⻭学総合研究科 修了 

2001 年 同 摂⾷機能構築学分野 助⼿ 

2007 年 同 部分床義⻭補綴学分野 講師 

2013 年 同 部分床義⻭補綴学分野 准教授 
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認知症・MCI と⼝腔機能の関係を科学的に症例報告するための⽅法論 
Part１:補綴治療介⼊を⾏った MCI 患者の⼀症例  
Part２:認知症・MCI の診査・診断と医科⻭科連携 

Methodology for scientific case reporting the relationship between dementia / MCI and 
oral function 
Part1: A case of patients with MCI who intervened in prosthetic treatment 
Part2: Dementia / MCI examination / diagnosis and medical-dental cooperation 
 
〇⽊本克彦・〇眞鍋雄太 
○Katsuhiko Kimoto1). ○Yuta Manabe2).  

 
1) 神奈川⻭科⼤学⼤学 ⻭科補綴学講座 クラウンブリッジ補綴学分野 
2) 神奈川⻭科⼤学附属病院 認知症・⾼齢者総合内科 
1) Department of Fixed Prosthodontics, Kanagawa Dental University 
2) Department of Dementia and Geriatric Internal Medicine, Kanagawa Dental 

University   
 

                                         
⾼齢社会が進むわが国において認知症患者数は 462万⼈，軽度認知障害患者（mild 

cognitive impairment; MCI）の約 400万⼈と合わせると,⾼齢者の約 4 ⼈に 1 ⼈が認
知症あるいはその予備軍である事が報告されており,今なお増加の⼀途を辿ってい
る．現在，認知症に対する本質的な疾患修飾薬はいまだ存在せず,認知症の危険因
⼦に対して集学的に介⼊する先制的予防介⼊が臨床現場における現実である．⼝腔
領域においても,残存⻭数・咀嚼機能・咬合⼒が認知機能の低下と関連する事が動
物実験や疫学調査により数多く報告され．危険因⼦の⼀つとして着⽬されているも
のの, 認知症あるいは MCI 患者における補綴治療介⼊による症例報告はほとんど
⾒受けられない．そこで今回ははじめに，Lewy ⼩体病に伴う軽度認知障害と診
断された患者に対し,補綴治療介⼊した症例の咀嚼機能と認知機能の変化を経時的
に観察したので報告する. 続いて，本症例を通して認知症・MCI のスタンダードな
診査法と診断基準について説明するともに，その後治療を進めていく上での医科⻭
科連携の必要性について解説する． 
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【⽊本克彦先⽣略歴】 

1988年 神奈川⻭科⼤学⻭学部卒業  

2000 年 ⽶国カリフォルニア⼤学ロサンジェルス校
（UCLA）⻭学部客員研究員 

2007 年 神奈川⻭科⼤学顎⼝腔機能修復科学講座クラウンブ
リッジ補綴学分野 教授 

2021 年 神奈川⻭科⼤学⻭科補綴学講座クラウンブリッジ補
綴学分野 教授 （組織改編のため） 

 

現在 ⽇本補綴⻭科学会（専⾨医・指導医） 

⽇本⼝腔インプラント学会（専⾨医・指導医） 

認知症と⼝腔機能研究会 世話⼈ 

  

【眞鍋雄太先⽣略歴】 

2001 年 藤⽥保健衛⽣⼤学（現 藤⽥医科⼤学）医学部卒業 

2007 年 藤⽥保健衛⽣⼤学⼤学院内科系医学研究科博⼠課程

卒業 

2011 年 藤⽥保健衛⽣⼤学病院総合診療内科 講師 

2012 年 順天堂⾼齢者医療センター/PET-CT 認知症研究 

センター 准教授 

2013 年 横浜新都市脳神経外科病院 内科認知症診断 

センター 部⻑ 

2018 年 神奈川⻭科⼤学附属病院 認知症・⾼齢者総合内科 教授 

2021 年 神奈川⻭科⼤学⻭学部臨床科学系医科学講座認知症・⾼齢者総合内科 教授 

（組織改編のため） 

 

現在 藤⽥医科⼤学救急総合内科 客員教授 

⽇本認知症学会（専⾨医・指導医） 

⽇本認知症学会専⾨医試験症例報告書審査委員 

レビー⼩体型認知症研究会 世話⼈ 

認知症と⼝腔機能研究会 世話⼈ 

レビー⼩体型認知症サポートネットワーク東京 顧問医 
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認知機能と⼝腔との関連について  
−超⾼齢者への疫学調査結果から考える− 
Relationship between cognitive function and oral condition 
-The results of epidemiological surveys on the very elderly 
people- 
 
○飯沼利光 
○Toshimitsu Iinuma 
 
⽇本⼤学⻭学部⻭科補綴学第Ⅰ講座 
Complete Denture Prosthodontics, Nihon University School of Dentistry 
 
⽇本は超⾼齢社会を迎え，⽇本⼈の平均寿命は，⼥性が 87.5歳，男性が 81．4歳

といずれも過去最⾼を更新した．⼀⽅，加齢に伴い認知症罹患のリスクは⾼くなる
とされ，現在⽇本における 65歳以上の認知症の⼈の数は約 600万⼈（2020 年）と
推計され，2025 年には約 700 万⼈（⾼齢者の約５⼈に１⼈）が認知症になるとの
予測もある． 
この認知症の原因となる疾患でもっとも多いのはアルツハイマー病で，認知症全体
の 6割程度を占めるとされているが，⾼齢者にみられる通常のアルツハイマー病で
は，遺伝的な素因と後天的な因⼦（⽣活習慣や⽣活習慣病など）が複合的リスクに
なり発症すると⾔われている．認知症の原因に関し，⾎管性認知症では，脳⾎管障
害の原因となる⽣活習慣病の予防，すなわち“よい⽣活習慣”（バランスのよい⾷事
や運動習慣）が⼤切とされる．さらに近年，“よい⽣活習慣”は，⾎管性認知症のみ
ならずアルツハイマー病の予防に有⽤とも報告されているが，いまだ不明な点が多
い． 
これまで演者らは，慶應義塾⼤学医学部百寿総合研究センターと共同で，東京在住
の 542 ⼈の 85歳以上の超⾼齢者（男性：236 ⼈，⼥性：306 ⼈； 平均年齢±SD，
87.8±2.2 年； 年齢幅，85-102 年）を対象に，お⼝と全⾝の健康に関する疫学調査
（The Tokyo Oldest Old Survey on Total health: TOOTH 研究）を初期調査に加え，3 年
後および 6 年後について⾏った．とくに，認知機能に関しては，Mini Mental State 
Examination（MMSE）を⽤いて⼝腔や⾷⽣活との関連性について検討している． 
そこで本発表では，MMSE 評価結果と，残存⻭数，最⼤かみしめ時における咬合
⼒，唾液分泌量さらに摂取⾷品の豊かさなどとの関連性について検討した結果を報
告する． 
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【略歴】 
昭和 62年   ⽇本⼤学⻭学部 卒業 
平成 3年    ⽇本⼤学⼤学院⻭学研究科 修了（⻭博） 
平成 4年       ⽇本⼤学 助⼿ ⻭科補綴学第Ⅰ講座 
平成 14年     ⽇本⼤学 専任講師 ⻭科補綴学第Ⅰ講座 
平成 22年      慶應義塾⼤学医学部⽼年内科 ⾮常勤講師（現在に⾄る） 
平成 27年    ⽇本⼤学海外派遣研究員として Newcastle Univ.（英国）に派遣 
平成 29年    ⽇本⼤学 教授 ⻭科補綴学第Ⅰ講座（現在に⾄る） 
平成 31年    ⽇本⼤学⻭学部付属⻭科病院 病院⻑（現在に⾄る） 
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⻭周病がアルツハイマー型認知症に関与するメカニズム 
Mechanism of periodontitis involved in Alzheimer's disease 
 
〇武 洲 1，2 
〇Hiro Take (Zhou Wu)  
 
九州⼤学⼤学院⻭学研究院 1 ⼝腔分⼦科学分野・2OBT 研
究センター 

1Aging Science and Pharmacology, 2OBT Research Center, 
Kyushu University Faculty of Dental Science 

 
世界⼀の⾼齢化率を有する我が国において，認知症は増加している．認知症の 7
割を占めるアルツハイマー型認知症（Alzheimer’s disease, AD）は根本的な治療法が
確⽴されておらず，現実的な対策が求められている． 

AD の脳内病態には凝集・沈着したアミロイドb(Amyloid b,Ab)を主成分とする⽼
⼈班とタウ蛋⽩質の変性によるニューロン死が起こり，脳内免疫細胞のミクログリ
ア活性化に伴う脳内炎症が Abの蓄積とタウ蛋⽩質の変性を促進する．⼀⽅，関節
リウマチなど慢性疾患によって増⼤される全⾝炎症が脳内炎症を引き起こし，慢性
化させることも分かっている．中⾼年の 8割に発症する⻭周病は全⾝炎症を起こす
ことが知られているが，近年⻭周病病原菌の P.gingivalis 成分である LPS ならびに
gingipain が AD脳に検出され，⻭周病の ADへの関与が注⽬されている． 
 私たちは⻑年⼀貫して「全⾝炎症の脳機能に及ぼす影響」に関する研究を⾏い，
全⾝炎症が年齢依存的脳内炎症を惹起することを⾒出した．⻭周病を慢性炎症と捉
え，世界に先駆けて，P.gingivalis の ADへの関与メカニズムを⽇本から発信し続け
ている．これまで P,gingivalis が１）AD脳病態を誘発し促進する２）全⾝炎症を増
⼤させる３）全⾝で Aβ産⽣を誘導する４）全⾝の Aβ を脳内輸⼊させるといった
多⽅⾯的に AD の誘発と病態進⾏に関与することを明らかにしてきた．AD は 20数
年の⻑いスパンで進⾏するが，⻭周病が AD の発症や病態進⾏を加速させることが
考えられる． 
 本シンポジウムでは P.gingivalis の AD に対する関与について，得られた知⾒を
解説し，⼝腔ブレインサイエンスという新しい理念を紹介する．⾼齢化が急激に進
む⽇本は⾼齢化問題の「先進国」となっているが，AD の予防は「発症と病態進⾏
を遅らせる」ことであると明確化されている．AD の 9割は加齢に連れて発症する
ことを考えると，⻭周病対策などの⼝腔ケアは AD 予防への現実的なアプローチと
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期待されている． 
 

【学歴】  

1985 年  ⽩求恩医 科⼤学 （現吉林⼤学 医 学部 )卒業     (医師免許・中国 )  

1993 年  ⽩求恩医 科⼤学 （吉林⼤学 医 学部）修⼠課程修了   (医 学修⼠ )  

2001 年  九州⼤学 ⻭ 学府  博⼠課程修了                 (⻭ 科 博⼠ )  

 

【職歴】  

1985 年〜 1990 年  吉林⼤学第三臨床医 学院 (中国 )  総合⻭ 科  助教  

1990 年〜 1995 年  吉林⼤学第三臨床医 学院 (中国 )  総合⻭ 科  講師  

2002 年〜 2004 年  ⽇ 本 学術振興 会 特 別 研 究員  

2005 年〜 2009 年  九州⼤学 ⻭ 学 研 究院  加齢 ⼝ 腔 科 学     助教  

2009 年〜 2010 年  九州⼤学 ⻭ 学 研 究院  ⼝ 腔 機 能分⼦科 学   講師  

2010 年〜  九州⼤学 ⻭ 学 研 究院  ⼝ 腔 機 能分⼦科 学      准教授  

2016 年〜  九州⼤学 ⻭ 学 研 究院  OBT 研 究センター    准教授 (兼任 )  

プリンシパルインベスティゲーター（ PI ） 

 

2013 年〜  吉林⼤学 ⻭ 学 医 学院      客員教授  (兼任 )  

2016 年〜  中国医 科⼤学 ⻭ 学 医 学院    客員教授  (兼任 )  

2018 年〜  Journal of Alzheimer's Disease      associate editor 
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⻭の喪失がアルツハイマー病発症を早める神経組織学的
メカニズムについて  
Neurohistological mechanisms by which tooth loss 
accelerates the onset of Alzheimer's disease 
  
〇後藤哲哉 
〇Tetsuya Goto 
 
⿅児島⼤学⼤学院 医⻭学総合研究科 ⻭科機能形態学分
野 
Division of Oral Anatomy and Cell Biology , Kagoshima University Graduate School 
of Medical and Dental Sciences,  
 
認知症に関して今まで数々の臨床・基礎研究が⾏われているが，まだ明確な原因で
すら分かっていない．⼝腔領域で認知症のリスクファクターとして報告されている
のは，主に「⻭周病」と「⻭の喪失」である．アルツハイマー病（ＡＤ）と⻭周病
の関係は多くの研究がなされているが，認知症の発症年齢が⾼齢であることを考え
ると，⻭周病は単独の原因とは考えにくい．⻭の喪失についてもＡＤとの明確な神
経組織学的関係は⽰されていなかった．⼀⽅，ＡＤの危険因⼦で最も⾼いものは「加
齢」である．そこで我々は三叉神経中脳路核(Vmes)に着⽬し，加齢による神経変性，
ならびに⻭の喪失によるVmesの神経細胞死とＡＤの進⾏についてＡＤモデルマウ
スを使ってこれらの神経組織学的関連について研究を進めてきた．加齢に関しては，
Vmes神経細胞内にアミロイドβ(Aβ)を含むオートファゴゾーム様構造が認められ，
加齢とともに増加した．また，Aβオリゴマーもすでに神経細胞内に存在することが
確認された．⼀⽅，Vmes神経細胞の⼀部は⻭根膜からの圧覚の⼊⼒を受ける１次
ニューロンであるが，それらは⻭の喪失により神経変性/神経細胞死を⽣じた．
Vmes神経細胞死により細胞毒性の強いAβオリゴマーが細胞外に放出され，Vmesの
近傍に存在する⻘斑核神経細胞はAβもしくはAβオリゴマー等により部分的な細胞
死を⽣じた．⻘斑核はＡＤで神経脱落が観察される海⾺や⼤脳⽪質に投射しており，
認知症の初期病変が⽣じる部位として知られている．⻘斑核の神経細胞死によって
これら投射部位の神経細胞死が⽣じた．このように，⻭の喪失による「Vmes–⻘斑
核–海⾺・⼤脳⽪質」の神経変性のカスケードがＡＤの発症のトリガーとなること
が⽰唆された．つまり，⾼齢における⻭の喪失はＡＤの発症を早めることが⽰され
た． 
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【略歴】 

1988 年 九州⼤学⻭学部卒業 

1992 年 九州⼤学⼤学院⻭学研究科修了（⻭学博⼠） 

九州⼤学⻭学部附属病院医員 

九州⼤学⻭学部⼝腔解剖学第⼀講座助⼿ 

カナダ，ブリテッシュ・コロンビア⼤学⻭学部ポスドク 

1994 年 カナダ，トロント⼤学⻭学部ポスドク 

1996 年 九州⼤学⻭学部⼝腔解剖学第⼀講座助⼿（復職） 

2001 年 九州⻭科⼤学⼝腔解剖学第⼀講座助教授 

2014 年 ⿅児島⼤学⼤学院医⻭学総合研究科⻭科機能形態学分野教授 

  



第２⽇ ８⽉８⽇(⽇) 
シンポジウム「⻭周病や咀嚼機能不全に起因する認知症の先端的基礎研究」 
座⻑：兼松 隆（九州⼤）・姜 英男（⼤阪⼤，ソウル⼤） 

 
 
 

⻘斑核ニューロンの⾃⼰抑制障害による過興奮がアルツハ
イマー病を誘引する可能性と咀嚼によるその緩和 
Possible involvement of overexcitation of noradrenergic 
neurons in locus coeruleus by impairment of autoinhibition in 
the pathogenesis of Alzheimer disease and its alleviation by 
mastication. 
 
〇豊⽥博紀 1，姜 英男 2,3 

〇Hiroki Toyoda1，Youngnam Kang2,3 

 

1 ⼤阪⼤学⼤学院⻭学研究科⼝腔⽣理学 
2 ソウル⼤学⼤学院⻭学研究科⼝腔⽣理学 
3 ⼤阪⼤学⼤学院⼈間科学研究科⾏動⽣理学  
1Department of Oral Physiology, Osaka University Graduate School of Dentistry 
2Department of Oral Physiology, Seoul National University Graduate School of 
Dentistry 

3Department of Behavioral Physiology, Osaka University Graduate School of Human 
Sciences 

 

⻘斑核 (LC) は覚醒・注意や学習に関与し，ストレス時に活性化される．慢性ス
トレスにより発症するうつ病では LC ニューロンの神経軸索が障害されている．こ
の様なうつ病はアルツハイマー病 (AD) の発症に関与する可能性があり，AD では 
LC 細胞の最⼤ 80%が細胞死に⾄る．⼀⽅，神経栄養因⼦ NT-3 は LC の細胞死を防
御すると報告されており，NT-3 は慢性ストレスに起因するうつ病や AD を防ぐ可
能性がある．NT-3 は通常筋紡錘で産⽣され，筋紡錘を⽀配する⼀次感覚ニューロ
ン (PSN) の末梢線維終末に発現している TrkC に結合して神経終末内に取り込ま
れ，逆⾏性軸索輸送により PSN の細胞体に運ばれる．PSN は通常脳内には存在し
ないが，閉⼝筋の筋紡錘を⽀配する PSN である三叉神経中脳路核 (MTN) は唯⼀
例外的に，LC に外接して脳内に存在する．MTN ニューロンの細胞体から NT-3 が
傍分泌されれば，MTN ニューロンに豊富に投射する LC ニューロンの軸索終末に
発現している TrkC に結合して，NT-3 が LC ニューロンの細胞体に取り込まれ，LC
の細胞死が抑制される可能性がある． 

本講演では，我々が最近明らかにした LC ニューロンの⾃⼰抑制機構の破綻及び
細胞死のメカニズムについて解説を⾏い，LC ニューロンの⽣存維持が MTN ニュ
ーロンの神経活動により影響を受ける可能性について議論を⾏う．LC ニューロン
の⾃⼰抑制とは，発⽕に伴い細胞内カルシウム濃度が上昇することによりノルアド
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シンポジウム「⻭周病や咀嚼機能不全に起因する認知症の先端的基礎研究」 
座⻑：兼松 隆（九州⼤）・姜 英男（⼤阪⼤，ソウル⼤） 

 
 
 

レナリンが細胞体から傍分泌され，その結果，その細胞⾃⾝の α2アドレナリン受
容体と共役する内向き整流性 K+チャネルが活性化されて⽣じる過分極反応であり，
負帰還として働く．本研究チームは，反復して脱分極パルスを与えるか，或いは，
実験動物を拘束ストレス状態にすると，この負帰還が次第に衰弱していき，過興奮
が持続することを発⾒した． 

 

【略歴】 

1998 年 3⽉ 北海道⼤学⻭学部⻭学科卒業 

2003 年 3⽉ 浜松医科⼤学⼤学院医学系研究科卒業 

2003 年 4⽉ ⾃治医科⼤学集中治療部・臨床助⼿ 

2004 年 4⽉ トロント⼤学医学部⽣理学講座・博⼠研究員 

2006 年 4⽉ ⼤阪⼤学⼤学院⻭学研究科・講師 

2011 年 7⽉ ⼤阪⼤学⼤学院⻭学研究科・准教授 

       現在に⾄る 
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招待講演 2 
座⻑：佐原 資謹（東北⼤院 ⻭学イノベーションリエゾンセンター） 

 
 
 

認知症（特に Alzheimer 型認知症）と⻭科疾患（⻭周病
ならびに咀嚼機能障害を含めて） 

Dementia and Dental diseases ~ Alzheimer’s disease and 
periodontitis/masticatory dysfunction 
 
〇道川 誠 
〇Makoto Michikawa 
 
名古屋市⽴⼤学⼤学院医学研究科病態⽣化学分野 
Department of Biochemistry, Nagoya City University 
Graduate School of Medical Sciences 
 
 

⻭周病などの⼝腔疾患や咀嚼機能低下など⼝腔機能低下と認知症・アルツハイ
マー病との関連が，複数の疫学研究によって指摘されている．しかしながら，両者
の関連を明らかにした基礎研究は不⼗分であり，両者を結ぶ因果関係の分⼦基盤は
明らかにではない．また近年，認知症患者数の増⼤にともなって認知症に関する知
識は⻭科診療においても必須となっている．こうした背景を受けて本講演では，ア
ルツハイマー病に代表される認知症について概説するとともに，研究の視点から，
⼝腔疾患・咀嚼機能低下の代表的病態として，⻭周病（炎症），⻭の⽋損（咀嚼低
下）ならびに粉末・液体餌（咀嚼低下）を取り上げ，それらがアルツハイマー病分
⼦病態，脳神経細胞の形態と機能，および記憶・学習機能へ及ぼす影響と，その分
⼦メカニズムについて，私たちの研究成果を中⼼に紹介する．⻭周病や⻭⽛⽋損は，
多くの成⼈が罹患・経験する⼝腔環境悪化の代表的な病態であることから，⼝腔疾
患の予防・治療ならびに⼝腔環境改善によって，アルツハイマー病の発症予防や進
⾏緩和に効果があることが証明できれば，⻭科医学の果たす医学的・社会的意義は
⼤きい． 
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招待講演 2 
座⻑：佐原 資謹（東北⼤院 ⻭学イノベーションリエゾンセンター） 

 
 
 

【略歴】 

名古屋市⽴⼤学⼤学院医学研究科 病態⽣化学分野・教授 

名古屋市⽴⼤学 ⼤学院医学研究科⻑・医学部⻑ 

 

プロフィール 

1957 年 茨城県⽣まれ 

1985 年，3⽉ 東京医科⻭科⼤学医学部卒業， 

1985 年  5⽉ 東京医科⻭科⼤学医学部神経内科研修医 

1986 年  1⽉ 武蔵野⾚⼗字病院内科(神経内科)医員 

1987 年  4⽉ 関東中央病院内科(神経内科)医員 

1988 年 5⽉ 都⽴駒込病院内科(神経内科)医員 
1990 年 5⽉ 東京医科⻭科⼤学医学部神経内科・助⼿ 
1990 年 12⽉  カナダ，ブリティッシュ・コロンビア⼤学留学 

1994 年  9⽉  東京医科⻭科⼤学医学部神経内科助⼿ 

1996 年 3⽉  国⽴⻑寿医療センター・アルツハイマー病研究部・室⻑ 

2005 年 10⽉ 国⽴⻑寿医療研究センター・アルツハイマー病研究部・部⻑ 

2012 年 4⽉ 名古屋市⽴⼤学・⼤学院医学研究科 教授（現在に⾄る） 

2017 年４⽉ 名古屋市⽴⼤学⼤学院医学研究科⻑，医学部⻑（〜2021 年 3⽉） 

2021 年 4⽉ 名古屋市⽴⼤学学⻑補佐 



第２⽇ ８⽉８⽇(⽇) 
宿題報告「⼝腔機能と認知症についてのシステマティックレビューの進捗状況」 
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咀嚼機能と認知機能低下，認知症との関係に関するシ
ステマティックレビュー 
The systematic review on the relationship between 
masticatory function and incidence of cognitive 
impairment and dementia  
 
◯前川賢治 
◯Kenji Maekawa 
 
岡⼭⼤学学術研究院医⻭薬学域 インプラント再⽣補綴学分野 
Department of Oral Rehabilitation and Regenerative Medicine, Okayama University 
Institute of Academic and Research, Medicine, Dentistry, and Pharmaceutical Sciences 
 
 これまで，⼝腔内環境や咀嚼機能の低下と，認知機能低下や認知症との関連を⽰
唆する研究成果が報告されている．本研究会では，⼝腔機能と認知機能，認知症の
関係について，現時点までに得られているエビデンスをまとめ，今後の研究活動に
繋げることを⽬的に，システマティックレビュー（SR）チームとしての委員会（診
療ガイドライン委員会）が設⽴された．本講演では，まず設⽴された委員会を紹介
をさせていただく．また，委員会内で設定した複数のクリニカルクエスチョンにつ
いてレビューを⾏うべく準備を進めているが，その中でも「咀嚼機能と認知機能低
下，認知症発症の関係」に関するレビューチームの進捗状況を報告する．過去に類
似の SR (Toda and Miura, 2017) が存在するが，残念ながら過去の疫学研究の多くは
咀嚼機能を直接評価したものではなく，⼝腔内の残存⻭数と認知機能低下，認知症
発症の関係を検討したものがほとんどであったことから，この SR もそれらの研究
をまとめたものであり，著者らも考察内でこの点をリミテーションにあげている．
しかしながら，直近数年の間に報告された研究の中には，客観的もしくは対象者が
主観的に評価した咀嚼機能と認知機能低下，認知症の発症の関連を検討したものが
増加している．従って，今回企画したレビューは，過去 10 年間に報告された客観
的もしくは主観的に評価された咀嚼機能と認知機能低下，認知症発症の関係につい
て検討された横断，縦断研究を対象としたものを計画した．講演では，PROSPERO
に登録したプロトコルと，⽂献検索式に基づいて抽出した代表的な⽂献の内容を紹
介し，レビューの進捗状況報告としたい． 
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【略歴】 

1994 年 3⽉ 岡⼭⼤学⻭学部卒業 

1998 年 3⽉ 岡⼭⼤学⼤学院⻭学研究科修了（博⼠（⻭学）取得） 

1998 年 4⽉ 岡⼭⼤学⻭学部 助⼿ 

1999 年 7⽉ ⽂部省在外研究員（カリフォルニア⼤学ロサンゼルス校） 

2001 年 2⽉ 岡⼭⼤学⻭学部附属病院 講師 

2012 年 11⽉ 岡⼭⼤学⼤学院医⻭薬学総合研究科 准教授 

  現在に⾄る 
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「⼝腔機能と認知症についてのシステマティックレビュー
の進捗状況」 
介⼊研究に関するレビュー 
Progress of a systematic review on dementia and oral function  
: Review of intervention study 
 
〇稲⽤友佳 

〇Yuka Inamochi 

 

東京医科⻭科⼤学 ⼤学院医⻭学総合研究科 部分床義⻭補綴学分野 
Removable Partial Prosthodontics, Graduate School of Medical and Dental Sciences, 
Tokyo Medical and Dental University 
 

これまでのレビューから，⻭の喪失は認知機能の低下や認知症のリスク因⼦であ
ることが⽰唆されています．そして，⻭の喪失と認知機能の低下と認知症の発症の
関連には，⻭周病原菌や⼝腔機能の低下が関与することを⽰唆するエビデンスが集
積されています．さらに近年，⼝腔ケアなどの⻭科治療や咀嚼運動による，認知機
能の低下の抑制，認知症の発症予防と進⾏抑制への効果を検証する研究が報告され
つつあります．そこで本チームでは，荻野洋⼀郎先⽣（九州⼤学），原⽥佳枝先⽣
（⿅児島⼤学），稲⽤を中⼼として，⼝腔に関わる介⼊が認知機能と認知症の発症
や進⾏に与える影響を検証した介⼊研究と観察研究をレビューすることにしまし
た． 

本レビューのプロトコルの作成に際して，まず，レビューのクリニカルクエスチ
ョンを PICO 様式で以下に設定しました．P：18歳以上の（MCI，認知症患者も含
む）成⼈が，I：⼝腔に関連する介⼊（咀嚼運動，⼝腔ケアなどの⻭科治療を含む）
により，C：⾮介⼊と⽐べて，O：認知機能に改善を認めるか，として検索式を作成
することとしました．そして，検索式に含むキーワードは，dementia，cognition，
attention，dental treatment，oral health，oral hygiene，chewing としました．レビュー
のプロトコル完成後に PROSPEROへの登録，⽂献検索とスクリーニングを進める
予定です．本学術集会では，本システマティックレビューの計画の概要と最新の進
⾏状況をご報告させていただきます． 
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【略歴】 

2012 年 東京医科⻭科⼤学⻭学部⻭学科 卒業 

2017 年 東京医科⻭科⼤学⼤学院医⻭学総合研究科 修了 

2017 年 東京医科⻭科⼤学⻭学部附属病院義⻭外来 医員 

2019 年-現在 東京医科⻭科⼤学⼤学院医⻭学総合研究科部分床義⻭補綴学分野 助教 
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近年における咀嚼と認知機能との関連に関する研究の動向 
Recent trends in research on the relationship between 
mastication and cognitive function. 
 
〇⻑島信太朗 1，星憲幸 1，依⽥ 信裕 2，吉川峰加 3，⽊本
克彦 1 

〇Shintaro Nagashima1, Noriyuki Hoshi1, Nobuhiro Yoda2, 
Mika Yoshikawa3, Katsuhiko Kimoto1 

 

1 神奈川⻭科⼤学 ⻭科補綴学講座 クラウンブリッジ補綴学 
2 東北⼤学⼤学院⻭学研究科 ⼝腔システム補綴学分野 
3広島⼤学⼤学院医系科学研究科 先端⻭科補綴学 
1Department of Fixed Prosthodontics, Kanagawa Dental University 
2Division of Advanced Prosthetic Dentistry, Tohoku University Graduate School of 
Dentistry 

3Department of Advanced Prosthodontics, Graduate School of Biomedical and health 
Sciences, Hiroshima University 

 
 近年，⼝腔機能と認知機能との関連に関する研究が盛んに⾏われている．それだ
け世界的に関⼼を集める分野であることは間違いないだろう．しかし，医科での研
究と⻭科での研究では異なる指標が⽤いられていることが散⾒される．医科と⻭科
との⾒解を共有することは，医科⻭科連携の観点から⾮常に重要であり，そのため
に調査項⽬を統⼀し医科・⻭科で共通の⾒解を⽰す必要がある． 
 咀嚼と認知機能との関連に関する最新のレビューでは，2015 年までに発表され
た 33論⽂から，①咀嚼機能の低下は認知機能低下と関連する（17 本中 15 本）．②
咀嚼機能の低下により認知機能低下は急激に起こる（前向き研究 6 本中 5 本）．③
咀嚼不良は認知症や軽度認知障害（MCI）の有意なリスク因⼦の１つである（前向
き研究 6 本中 5 本）．以上 3 つの⾒解を⽰し，結論として咀嚼と認知機能の間には
正の相関があるとしている．しかし，検討している項⽬を⾒ると，認知機能の評価
には多くの論⽂が MMSE を⽤いているのに対し，咀嚼の評価には残存⻭数や咀嚼
機能評価アンケート，⾊変化ガムなど多岐にわたり，厳密に咀嚼の評価として共通
の認識としてよいものか疑問が残る． 
 そこで今回は，レビュー作成の進捗状況を報告するにあたり，近年の咀嚼と認知
機能との関連に関する研究の動向として，最新の論⽂における評価項⽬と，結果に
ついて報告できればと思う． 
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【略歴】 

2014 年 3⽉  神奈川⻭科⼤学卒業 

2019 年 3⽉  神奈川⻭科⼤学⼤学院⻭学研究科修了 

2019 年 4⽉  神奈川⻭科⼤学総合⻭科学講座 助⼿ 

2020 年 4⽉〜 神奈川⻭科⼤学⻭科補綴学講座 助教 

 



第２⽇ ８⽉８⽇(⽇) 産学連携テクニカルシンポジウム 
「⽼化に伴って低下する嚥下機能や認知脳機能を改善・賦活化する⾷品の開発」 
座⻑：佐原 資謹（東北⼤）・若森 実（東北⼤） 

 
 
 

とろみ⽔の⼝腔から咽頭への流れに及ぼす増粘剤種類
の影響 
The Effect of Thickener Type on the Flow of Thickened 
Water from the Oral Cavity to the Pharynx 
 
〇井上元幹 1，菊地貴博 1，外⼭義雄 1，佐原資謹 2，
道脇幸博 3 
〇Motoki Inoue1, Takahiro Kikuchi1, Yoshio Toyama1, 
Yoshinori Sahara2, Yukihiro Michiwaki3  
 
1株式会社 明治 研究本部 
2岩⼿医⼤，東北⼤学⼤学院 ⻭学研究科 
3武蔵野⾚⼗字病院 特殊⻭科・⼝腔外科 
1R&D Division, Meiji Co., Ltd 
2Iwate Medical University, Tohoku University Graduate School Dentistry 
3Oral Surgery Division, Japanese Red Cross Musashino Hospital 
 

とろみは，通常 50s-1 のずり速度における粘度で段階が設定されている．しかし，
とろみ液に使⽤する増粘剤の種類によって 50s-1 の粘度が同⼀であっても異なる特
性を⽰すことが知られている．近年 320列⾯検出器型 CT（320-ADCT）の嚥下への
適⽤によって，嚥下中の器官の運動と⾷塊の流れが詳細に分析できるようになり，
異なる増粘剤の⽐較が可能となった． 

 
そこで，50s-1 における粘度を同等に調整した，増粘剤の異なる 2 種類のとろみ液

の⽣体内（嚥下中）の流れを，320-ADCT のデータを基に分析し，⽣体外で計測さ
れた増粘剤の物性計測値と嚥下中の流れの関係性について検討した． 

 
CT撮影の被験者は，反回神経⿇痺から回復した 50代男性，試験⾷品は，⽔及び

50s-1 の粘度を 200mPa・s に調整したとろみ液（2 種類）．各試験⾷品には造影剤と
してオイパロミンを 7%v/v添加した．320-ADCT の画像から，CT値に基づく領域
分割によって⾷塊及び⼝腔から⾷道⼊⼝部までの空間を抽出し，得られた形状デー
タ（Wavefront OBJ: OBJファイル）を基に⾷塊の流れを分析した．まず，⾷塊の空
間的分布を数値化するために⾷塊の形状を⽴⽅体のボクセルの集合に分割した．そ
の後，各ボクセルの座標分布から嚥下中のばらつきを，⾷塊先端及び後端の座標推
移から流下速度を計算した．物性計測では，各試験⾷品のずり速度依存粘度，動的
粘弾性，模擬粘膜への濡れ性を計測した． 
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 ⾷塊の流れの分析から，試験⾷品間に中咽頭における左右⽅向のばらつきに違い
が認められた．また物性計測結果から，2 種類のとろみ液間で模擬粘膜への濡れ性
に違いが認められた．この結果は，嚥下中の⾷塊の流れに，⾷品の粘膜表⾯に対す
る濡れ性が関与する可能性を⽰しており，適切な増粘剤選定の因⼦として，50s-1 の
粘度に加え，粘膜表⾯に対する濡れ性を考慮する必要性があると考えられる． 
 
【略歴】 

2009 年 3⽉ 神奈川県⽴保健福祉⼤学 栄養学科 卒業 

2009 年 4⽉ 明治乳業株式会社（現 株式会社 明治） ⼊社 

       油脂乳化⾷品の開発を担当 

2017 年より 嚥下シミュレータ Swallow Vision®研究に従事 

 

現在は下記の研究分野を担当 

・摂⾷嚥下プロセス 

・⾷品物性計測 

・⾷品の窒息リスク評価 

・とろみ調整剤の開発    
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刺激性の低いカプサイシン受容体アゴニスト（カプ
シノイド）を含むトウガラシ（⾹⾟⼦）の研究開発 
Characterization of newly developed pepper cultivars 
(Capsicum chinense) “Kogarashi” containing high 
capsinoid concentrations and a strong fruity aroma. 
 
〇関哲也 
〇Tetsuya Seki 
 
株式会社サイゼリヤ 
SAIZERIYA CO., LTD. 
 
トウガラシの顕著な特徴は果実が有する激しい⾟味であり，含有されるカプサイ

シノイドによって構成される．カプサイシノイドには体熱産⽣作⽤，脂肪代謝促進
作⽤等，様々な⽣理作⽤があることが知られている．このような⽣理作⽤はカプサ
イシノイドがバニロイドレセプターTRPV1 を活性化することによると報告されて
いる．しかし，それらの⽣理作⽤を充分発揮させるためには，多量のカプサイシノ
イドを摂取することが必要であり，激しい⾟味のために，ヒトが⼤量に摂取するこ
とは難しい． 

京都⼤学の⽮澤は，タイ由来のトウガラシ品種を栽培している中で⾟味の少ない
個体を発⾒し，殆ど⾟味のない⾮⾟味品種として分離することに成功し，CH-19⽢
と名付けた．CH-19⽢にはカプサイシンのアミド結合がエステル結合に変わった化
合物が含まれていた．これらはカプシノイドと呼ばれるが，刺激性がカプサイシノ
イドと⽐較して約 1/1000 まで低下しているにも関わらず，TRPV1 活性化能を有し
ていた． 

しかし既存のトウガラシ属のカプシノイド⽣産品種は，⽣理作⽤を⼗分に発揮さ
せるための含量を有していなかったことから，品種改良によりカプシノイド含量の
向上を試みた．変異型 p-amt に機能⽋損型アリルを持つカプシノイド品種に，カプ
サイシノイドを⾼含有する品種を交配し，変異型 p-amt を指標に選抜を繰り返し，
世代を重ねることで，カプシノイドを⾼含有する品種の選抜を⾏った．特にカプシ
ノイドを⾼含有する品種として，ブートジョロキア系カプシエイト株 Dieta0011-
0301，インフィニテイ系カプシエイト株 Dieta0041-0401 の選抜に成功した．
Dieta0011-0301，Dieta0041-0401 はカプシノイド含量が乾燥果実重量当たりそれぞ
れ 1.52%，2.14%を⽰し，CH-19 ⽢の 0.17%と⽐較して⼤幅に含量が⾼い品種であ
った． 
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【略歴】 
1996 年 3 ⽉  東北⼤学⼤学院農学研究科⾷糧化学専攻修了 
1996 年 4 ⽉  味の素㈱中央研究所 ⼊所 
2019 年 10 ⽉ プラントメディカル技術⼠事務所 設⽴ 
2020 年 4 ⽉  ㈱サイゼリヤ アグリ技術部 ⼊所 
 
味の素株式会社では以下に従事 
医薬探索研究  6 年 
健康⾷品研究開発 5 年 
植物研究  11 年 
医薬受託製造  2 年 
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タンパク質ゲル状⾷品の⾷感を改変するポリフェノール抽
出物の開発 
Development of polyphenol extract that improves textural 
properties of food protein gel 
 
〇⾚澤隆志 1，⼩川雅廣 2，伊丹ひかる 2  
〇Takashi Akazawa1，Masahiro Ogawa2，Hikaru Itami2 

 
1宮城⼤学⾷産業学群 フードマネジメント学類 
2⾹川⼤学農学部  
1Department of Food Management, School of Food, Agricultural and Environmental 
Sciences, Miyagi University  
2Department of Applied Biological Science, Faculty of Agriculture, Kagawa University 
 
⾷品のおいしさには⾷感が⼤きく影響する．特にゼラチンゼリーや卵焼きなどのタ
ンパク質ゲル状⾷品のおいしさには，ぷりぷりとした独特の⾷感が密接に関わって
いる．そのため，タンパク質ゲルの物性を制御する技術が求められている．近年，
植物の⼆次代謝産物であるポリフェノール（PP）からタンパク質ゲルの物性を改変
する作⽤が報告されている．例えばブドウ果汁の PP を⽤いるとゼラチンゲルのか
たさを約 1.5〜3倍の間で変化させることができる．我々は，多種の植物葉から PP
抽出物を作製し，物性改変作⽤を調べたところ，モクセイ科の植物葉抽出物から顕
著に⾼い活性を⾒出した．本発表では，モクセイ科植物オリーブ（Olea europaea）
葉の抽出物の物性改変作⽤について，ゼラチンゲルへの添加効果を中⼼に紹介する． 
オリーブ葉の⽔抽出物(以後，OLEx)を作製し，5.0%(w/v)⿂由来ゼラチンゲル（pH 
7.0）に添加すると，破断応⼒は添加濃度依存的に⾼くなる．具体的には 0.1〜
0.5%(w/v)添加したゲルの破断応⼒は，OLEx を添加していないゲル（3.5×103 Pa）
と⽐べ約 1.5〜16倍となる．また，OLEx の添加はゼラチンゲルの融点（24.5℃）を
上昇させ，0.4％添加ゲルの融点は 56.4℃，0.5%添加ゲルでは 80ºC に加熱しても融
解しない熱耐性ゲルとなる．オリーブと同じモクセイ科のトウネズミモチ
（Ligustrum lucidum）葉の抽出物（以後，BLEx）も，ゼラチンゲルの破断強度及び
融点を向上させる．また，BLEx は⼤⾖油とゼラチンのエマルションゲルの破断強
度及び融点を向上させることから，乳化系⾷品の物性改変にも有効であることが⾒
出されている．これらの物性改変作⽤にはタンパク質架橋活性をもつモクセイ科特
有の PP が関与しており，抽出物中の PP がゼラチン分⼦間を架橋することでゲル
をかたく，また融けにくくすることが明らかとなっている． 
モクセイ科の植物葉抽出物は国内外で古くから⾷されており，安全性の問題に関す
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る報告もないことから，物性改良剤として有⽤であることが考えられる． 
 
【略歴】 

2014 年 3⽉ ⾹川⼤学 農学部 ⽣物資源利⽤学専攻 卒業 

2016 年 3⽉ 同⼤学 農学研究科 ⽣物資源利⽤学専攻（修⼠） 修了 

2018 年 4⽉ カナダ ブリティッシュコロンビア⼤学 ⻭学部 客員研究⽣ (1 年間) 

2020 年 3⽉ 愛媛⼤学 連合農学研究科（博⼠）修了 

2020 年 4⽉より現職 

博⼠（農学） 
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「アミノインデックス技術」による認知機能低下のリスク
評価 
Application of “AminoIndex technology” for risk assessment 
of cognitive decline  

 
〇東江 咲乃 
〇Sakino Toue 
 
味の素株式会社 バイオ・ファイン研究所 
Ajinomoto Co., Inc. Research Institute For Bioscience Products & Fine Chemicals 
 
⾼齢社会を迎え，2025 年には，認知症患者が 730万⼈を超え，社会保障費の増
加等の社会課題が顕在化することが予想されている．現状，認知症に対する根本
治療薬はないが，近年，認知機能は，運動，栄養，睡眠などの⽣活習慣と関連
し，これらの⽣活習慣を改善することによって，認知機能が維持される可能性が
⽰唆されている．従って，上述の社会課題を解決するためには，早期に認知機能
低下リスクを認識できる検査および，⽣活習慣の改善に対するサポートを提供す
ることが必要である． 
我々はこれまでに，⾎液中のアミノ酸濃度プロファイルを統計的に解析するこ

とによって，健康状態や疾病のリスクを明らかにする「アミノインデックス技
術」を開発してきた．本技術を活⽤して，現在がんである可能性および，将来の
糖尿病発症リスク，脳⼼疾患発症リスクを評価する指標を開発し，1 回の採⾎(5 
mL)で 3 ⼤疾病のリスク評価が可能な検査サービスとして，アミノインデックス®
リスクスクリーニング（AIRS®）を提供してきている． 
今回我々は，「アミノインデックス技術」を⽤いて，軽度認知障害である可能性

を評価する指標を開発した．本指標開発には，新潟⼤学と共同で実施した臨床研
究において取得した，軽度認知障害と診断された⽅ 220例および認知機能が健常
な⽅ 219例の⾎漿中アミノ酸濃度プロファイルを⽤いた．本指標は，特異度
60％，90％点をカットオフとして，ランク A，B，C の 3段階に分類され，ランク
A を 1 とした場合の，ランク B，ランク C のオッズ⽐はそれぞれ，2.7（1.6-
3.7），5.6(3.2-9.8)となり，ランク B，C では認知機能が低下している可能性が有意
に⾼いことが⽰された．本指標開発により，AIRS®は⽇本⼈の死因や介護要因の
上位となる疾病のリスクを 1 回の採⾎で評価できるようになり，⾼齢社会におけ
る健康寿命延伸への貢献が期待される． 
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【略歴】 

2000 年 3⽉ 慶應義塾⼤学⼤学院理⼯学研究科⽣体医⼯学専攻修⼠課程修了 

2000 年 4⽉ 味の素㈱ 中央研究所 ⼊所 

2009 年 7⽉〜2011 年 3⽉ 慶應義塾⼤学医学部医化学教室へ研究派遣 

2020 年 7⽉ 味の素㈱バイオ・ファイン研究所 マテリアル＆テクノロジーソリューション研
究所 素材開発研究室 アミノインデックス・サポーティブケアグループ⻑ 

 

【学位】  

2015 年 博⼠(医学)(慶應義塾⼤学医学部) 

 

【味の素㈱で研究活動】  

アミノ酸安全性基礎研究 

がんにおけるアミノ酸代謝研究 

アミノインデックス®開発研究 
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演題 1 
レビー⼩体型認知症とアルツハイマー型認知症の関⼼領域における脳⾎流と⼝腔
機能の関連について 
The relationship between cerebral blood flow in the region of interest and oral function 
in patients with dementia with Lewy bodies and dementia of the Alzheimer type 
 
〇井上允１，眞鍋雄太２，本間優太１，星 憲幸 1，⽊本克彦１ 

〇Makoto Inoue1,Yuta Manabe2,Yuta Honma1,Noriyuki Hoshi1, Katsuhiko Kimoto1 

 

1 神奈川⻭科⼤学⼤学院⻭学研究科 ⻭科補綴学講座 クラウンブリッジ補綴学分
野 
2 神奈川⻭科⼤学⻭学部 臨床科学系医科学講座 認知症・⾼齢者総合内科 
 
1Department of Fixed Prosthodontics, Kanagawa Dental University 
2Department of Dementia and Geriatric Internal Medicine, Kanagawa Dental 
University hospital, Kanagawa Dental University  
 

本研究は，脳⾎流シングラフィ（以下 SPECT）を指標とした脳の局所脳⾎流と⼝
腔機能の関連について，原因疾患による同異の有無を調べることを⽬的に，レビー
⼩体型認知症(以下 DLB)とアルツハイマー型認知症（ATD）患者の⼆群でこれらの
相関を検討した．被験者は，神奈川⻭科⼤学附属病院認知⾼齢者総合内科を受診し，
⽇本認知症学会専⾨医により各診断基準に則り DLB，ATD と診断された患者，各
群 25名の計 50名を対象とした．すべての患者に対して⼝腔機能検査と SPECT を
実施し，Spearman の順位相関係数を⽤いて⼝腔機能と局所脳⾎流の関連性を調べ
た．その結果，DLB では関⼼領域である頭頂葉，前頭葉，局所脳⾎流と咀嚼能率(グ
ミゼリー)に正の相関（P≤00.5）が認められたのに対して，AD では同部位での相関
は認められなかった．以上の事から，認知症性疾患の中でも原因疾患の違いによっ
て，少なくとも DLB とＡTＤでは，⼝腔機能が相関を⽰す脳の部位，機能単位は異
なる可能性が⽰唆された． 
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演題 2 
アルツハイマー型認知症発症に伴いインプラント補綴を固定性から可撤性へ変更
した 1 症例 
A case in which fixed implant prostheses were changed to removable ones due to the 
onset of Alzheimer's disease 
 
〇⼤澤昂史 1，杉村江美１，⾺場⼀美 1 
〇Takahito Osawa1，Emi Sugimura 1，Kazuyoshi Baba1 

 

1昭和⼤学⻭科補綴学講座 
1Department of Prosthodontics, School of Dentistry, Showa University  
 
現在固定性のインプラント補綴治療は審美性，機能性両⾯において有効な治療オプ
ションである．しかし全顎補綴のような多数⻭⽋損の場合，補綴装置の構造が複雑
になり⼝腔ケア等のメインテナンスが難しく，このような患者が認知症を発症した
場合，⼝腔衛⽣状態の悪化につながることが多い． 
そこで，固定性のインプラント補綴装置からインプラントアタッチメントを併⽤し
た可撤性のオーバーデンチャーへと変更することによって家族，⼊居施設職員等の
介護者によるメインテナンスを可能にすることができる． 
今回，認知症発症前に装着した固定性のインプラント補綴装置を，認知症発症後に
可撤性のインプラントオーバーデンチャーへと変更することで，介護者の⼝腔ケア
を可能にした 1例を経験したので報告する． 
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演題 3 
認知症患者に対する⻭科治療により患者家族の介護負担感の軽減が認められた⼀
例 
Excision of a denture fibroma and denture fabrication reduced burden of care in a 
patient with dementia: A case report 
 
〇⽥中佑⼈，⼩野圭昭 

〇Yuto Tanaka, Yoshiaki Ono 

 

⼤阪⻭科⼤学附属病院障がい者⻭科 
Department of Special Care Dentistry, Osaka Dental University Hospital 
 

患者家族の介護負担増加は，要介護者の在宅療養を継続するにあたり深刻な負の
因⼦となる．本症例では，認知症患者に対する⻭科治療により，患者家族の介護負
担感の軽減が認められた．重度認知症の 88 歳の⼥性に対し，上唇の義⻭性線維腫
と上下顎部分床義⻭不適の診断の下，線維腫切除と義⻭製作が計画された．主介護
者の介護負担度を Zarit 介護負担尺度を⽤いて計測した．また，⾷事に関する事項
として⾷事に要した時間を聴取した．さらに，義⻭の管理のしやすさと⼝腔ケアの
しやすさを聴取した．これらは，初診時と⻭科治療終了時において記録された．義
⻭線維腫の切除および新義⻭の提供により，主介護者の Zarit介護負担尺度は 28ポ
イントから 19 ポイントに減少した．患者の⼝腔清掃と義⻭の着脱が容易になり，
⾷事時間の短縮も認められた．以上のことから，咀嚼能率を向上させることと⼝腔
内を清掃しやすいように整えることで介護負担軽減に貢献する可能性がある． 
 


